


    悩み

     声が出なくなるので手術したくなかったが、手術をしないと死亡すると言われ悩んだ。 


    助言

    
              【治療に対しての不安があれば納得・理解のために行動する】




  
  治療方法や治療に伴う苦痛などへの不安や悩みがある場合、その根底には治療への理解が不十分であったり、未知の事柄への漠然とした不安があったりします。
そこで、納得いくまで担当医にわからない点を確認したり、がんや治療方法について書かれた本を読んだり、インターネットで調べたりしてみましょう。治療方法については、期待できる効果、副作用、起こりうる合併症、他の治療法と比べての長所や短所をまずよく理解することが大切です。


  




              【同病者の体験】




  
  担当医から、喉頭全摘手術で声を失うと説明を聞き、“命と引きかえに声を失うのか”と大きなショックを受けられたと思います。声を失った後の人生を考えると、手術を受けるという決心までに、いろいろな考えや思いが湧き上がってくるのは当然です。
同じ喉頭摘出術を受けられた患者さんに、体験談を聞いてみられてはいかがでしょうか。
代用音声として、食道発声、人工喉頭などがあり、全国にある喉頭摘出者の患者会では、これらの訓練を行っています。
声帯を失っても、コミュニケーションの方法を再獲得しようと訓練に励んでおられる方、代用音声を習得されて後輩の指導に当たっておられる方の様子を見学させてもらったり、不安に思っていることを直接質問してみたりすることで、この先の展望が開けるかもしれません。
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